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⚑．はじめに
唐古・鍵遺跡では多数の動物遺存体が出土しており、これまでに魚類、両生類、哺乳類の一部に

ついて報告されており、当遺跡一帯の環境復元や集落における動物利用について、徐々に明らかに

なりつつある。

今回報告する唐古・鍵遺跡第58次調査出土の弥生時代の動物遺存体のうち、種類や部位などを同

定したものは魚類⚒点、両生類10点、鳥類14点、哺乳類168点である。特筆されるのは、第58次調査

において弥生時代中期の遺構からニワトリが出土していることである。管見の限り日本国内で最古

級の家禽の利用となり、注目に値する。以下では、第58次調査の概要および出土した動物遺存体に

ついて報告する。 （丸山）

⚒．第58次調査の概要
（⚑）調査の概要

唐古・鍵遺跡の調査は、2015年12月現在、117次を数える。これまでの調査から唐古・鍵遺跡は、

弥生時代の拠点的な大環濠集落であることが判明している。また、検出された遺物は多種多様で膨

大な量になっている。

今回報告する動物骨は、唐古・鍵遺跡の第58次調査の区画溝や井戸等の各遺構から出土したもの

である。本調査地は、唐古・鍵遺跡の西部を南北に縦断する国道24号の西側沿線で、大字鍵字垣内

281番1にあたる。店舗付賃貸住宅の建築に伴う事前調査として、1995年⚘月17日～⚙月28日にかけ

て実施した。調査面積は、東西20ｍ、南北6.6～7.6ｍの138㎡、遺物は遺物箱180箱である。

本調査地は、唐古・鍵弥生集落の西地区にあたり、周辺約30ｍの範囲内では第16・73・81・92・

102次と比較的多くの調査を実施している。この西地区の微高地は、弥生集落の西半部を占め、東半

部にある北地区や南地区の微高地と比して大きい。この西地区の微高地は、南南西から北北東方向

に主軸をもつもので大きく、北部・中央部・南部の⚓つに分けることができる。今回の第58次調査

地は、その中央部と南部の境界部分にあたり、後述するように両者を区画する溝が検出されている。

調査では、下記に示すとおり弥生時代前期から後期までの土坑や溝、柱穴と中世の大溝や土坑を

検出した。弥生時代の遺構は集落内の居住関係の遺構、中世は「唐古南氏居館」関係の遺構と考え

られる。ここでは、報告する動物骨が出土した弥生時代の遺構を中心に述べるが、これら弥生時代
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第⚑図 第58次調査地位置図（遺跡全体：Ｓ＝1/5,000、第58次調査周辺：Ｓ＝1/1,500）



の遺構は中世遺構に多くを削り取られており、良好な部分は半分程度となっている。動物骨は、残

存した遺構の下部の粘土層を中心とする土層から出土している。

弥生時代前期 （大和第Ⅰ様式）：木器貯蔵穴⚑基・小土坑・柱穴・大溝⚑条

弥生時代中期初葉（大和第Ⅱ様式）：大溝⚑条・落ち込み⚑条

弥生時代中期中葉（大和第Ⅲ様式）：木器貯蔵穴⚑基・小溝

弥生時代中葉後葉（大和第Ⅳ様式）：井戸⚒基・土坑

弥生時代後期初葉（大和第Ⅴ様式）：井戸⚒基

鎌倉～室町時代 ：土坑⚔基・大溝⚑条

（⚒）弥生時代の主要遺構の概要

弥生時代前期
ＳＫ－201 調査区の西北で検出した楕円形を呈する大型の穴である。主軸は東南東－西北西方向

にあるが、土坑上面の南肩はＳＤ－51に、東半はＳＫ－51の中世遺構に削平され、3/4を失ってい

る。推定規模は長軸3.3ｍ、短軸2.4ｍ、深さ1.1ｍを測る。堆積は大きく二分され、上層は灰褐色砂

質土等、下層は暗灰青色微砂等で形成され約0.7ｍの厚さを有する。下層は黒色粘土、灰色粘土等の

ブロックが混在することから、人為的に埋められた可能性が高い。遺物は上層と下層の間で広鍬の

未成品が⚑点、上層内からはややまとまって土器が出土している。時期は大和第Ⅰ－⚑様式で最も

古い。遺構の形態や遺物の出土状況から木器貯蔵穴と推定される。

ＳＤ－201 調査区の西南隅で検出した大溝で、東南東－西北西方向に主軸をもつ。溝の上面は

ＳＫ－115やＳＤ－106に切られ、正確な規模は不明である。推定溝幅2.5ｍ、深さ⚑ｍを測る。溝の

堆積は大きく⚓層に分層でき、上層は暗灰黄色粘質土・中層は黄灰色微砂～暗褐色粗砂・下層は黒

褐色粘土等で構成されている。遺物は下層から木製容器⚓点・手斧柄などが出土しているが、全体

に遺物は少ない。時期は大和第Ⅰ－⚒様式である。集落内部を区画する溝と考えられる。

弥生時代中期
ＳＤ－106Ｂ･106 調査区の西南隅で延長15ｍにわたって検出した大溝で、今回の調査の弥生時

代の遺構としては、最も主要な遺構である。前述ＳＤ－201の北側にほぼ平行するように（東南東－

西北西方向）、すなわち、前期のＳＤ－201の北側の肩を一部壊しながら掘削しているが、また、逆

にこの大溝の大半は後述する中世大溝ＳＤ－51に重複するように掘削・破壊されており、本溝の上

層の残存状況はかなり悪い。溝の堆積状況から再掘削されていると判断され、最初の掘削溝ＳＤ－

106Ｂは（取上層位：第⚗～10層）は大和第Ⅱ－⚑・⚒様式の土器を主体とし、再掘削溝ＳＤ－106

は（取上層位：第⚑～⚖層）は大和第Ⅱ－⚓様式を主体とし、部分的に大和第Ⅱ－⚑・⚒様式の土

器が混在する状況にある。このような状況であるが、大和第Ⅱ様式期に収まる遺構と判断して良い。

規模は当初の溝が幅約⚔ｍ、深さ1.3ｍ、再掘削は推定幅⚓ｍ、深さ0.9ｍを測る。当初の溝は灰黒色

粘土、再掘削の溝は暗灰褐色粘砂層（植物腐食土層）等で構成されており、後者の土層からは大量

の土器のほか、容器片、鍬片、笊、板材、骨針・報告する獣骨類が出土している。この大溝はその

位置関係から第16次調査のＳＤ－102と考えられる。

ＳＫ－101 調査区の西南で検出した大型井戸である。井戸の北半はＳＤ－51によって大きく削
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第⚒図 遺構変遷図（Ｓ＝1/200）



られ失われている。また、大溝ＳＤ－106の南肩を壊している。平面形態は楕円形で､逆台形の断面

形態を呈すると思われる。長軸推定2.8ｍ、短軸2.3ｍ、深さ1.35ｍを測る。堆積は下層の黒褐色粘砂、

中層の灰黒色砂質土等が埋積した後、再掘削され灰黒色粘質土（上層）が堆積する。遺物は最下層

から石小刀、上層下位から土器片がまとまって出土した。時期は大和第Ⅳ－⚑様式である。

ＳＫ－107 調査区のほぼ中央で検出した楕円形の平面プランの井戸である。井戸の南半はＳＤ

－51に削られている。長軸1.1ｍ、短軸0.65ｍ、深さ0.75ｍを測る。ただし、井戸の下部は、壁の細

砂層が崩落したため袋状になっている。井戸の底面には直径⚘㎝、深さ⚔㎝のピットがあり、井戸

に覆い屋があった可能性がある。また、この井戸と関連するかどうか不明であるが、井戸の北側に

は人頭大の平たい石がある。井戸の埋土は黒灰色粘質土、暗褐色砂質土等で構成されている。時期

は大和第Ⅳ－⚑様式である。

弥生時代後期
ＳＫ－109 調査区の中央やや西側で検出した井戸である。井戸の上面と南半は、中世のＳＫ－

51とＳＤ－51によって削られている。このため、規模は正確におさえられないが、直径1.1ｍ、深さ

1.1ｍ前後と推定される。埋土は、下層が暗灰色粗砂、中層が灰黒色粘砂層、上層が黒灰色粘土で構

成される。遺物は中層から多く出土したが、おもに木材と土器片である。時期は大和第Ⅴ－⚑様式

である。

ＳＫ－110 調査区の南端中央で検出した井戸である。この井戸は、ＳＤ－106の南肩の一部を壊

して掘削されている。平面形態は楕円形を呈すが、本来は円形で北西側に楕円形の立ち上がり部が
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第⚓図 調査区西壁断面図（Ｓ＝1/50）
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第⚔図 ＳＫ－101平面図および北壁断面図（Ｓ＝1/30）



ついたものと考えられる。断面は上部が広がるが円筒状である。長軸の現長1.4ｍ、短軸復元推定0.7

ｍ、深さ⚑ｍを測る。埋土は基本的に黒色粘土の水平堆積であるが、最下層は砂混じり、下層は木

片を含み、中層は柔らかい土質をしている。最下層から完形の短頸壷が出土した。時期は大和第Ⅴ

－⚑様式である。

（⚓）まとめ

本調査において、主要遺構となるＳＤ－106Ｂ･106は、調査地東側20ｍの第16次調査で検出したＳ

Ｄ－102、さらに東100ｍの第77次調査のＳＸ－3101に接続すると思われる。また、反対方向にあた

る西側20ｍの第73次調査のＳＤ－106に繋がると推定されることから、本溝の総延長は190ｍとなる。

この大溝は、東南東から西北西方向にほぼ直線的に掘削されており、この溝とほぼ並走する大溝も

近くに存在することから南地区の北辺を区画するとともに、西地区の中央部と南部も区画すると考

えられる。いずれにしても本溝内には多量の遺物が投棄されていることから、居住区内の排水路的

な役割があったのであろう。 （藤田）

⚓．動物遺存体の概要
以下では、出土した動物遺存体の各種について、出土量やそれぞれの特徴について記載する。今

回、出土した動物遺存体は第⚑表に種名を示す。
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第⚑表 種名表



（⚑）魚類

硬骨魚類が計⚒点出土した。ＳＤ－106Ｂの第10層からコイの前頭骨（右）、主鰓蓋骨（左）が各

⚑点である。大きさは、いずれも体長20㎝程度と推定される。 （丸山）

（⚒）両生類

種を同定できないカエル亜目が、ＳＤ－106から⚘点、ＳＤ－106Ｂから⚑点、計⚙点が出土した。

骨の大きさは小型種のもので、ニホンヒキガエル程度の大きさのものは出土していない。ＳＤ－106

からは椎骨⚒点、肩甲骨（左）、上腕骨（右）、大腿骨（左）、腸骨（右）、脛・腓骨が⚑点ずつ、Ｓ

Ｄ－106Ｂからは腸骨（右）が出土した。 （安部）

（⚓）鳥類

ＳＤ－106から13点、廃土から⚑点、計14点が出土した。安部の所有する比較骨標本との肉眼比較

で同定した結果、分析対象としたすべての骨で目以上を単位とした同定ができた（第⚒表）。キジ科

（キジとニワトリを含む）、カモ科（カモ亜科）、スズメ目が確認された。

キジ科はＳＤ－106第⚔層から⚙点、廃土から⚑点の計10点が出土した。江田・井上（⚑）の基準か

ら、ＳＤ－106出土の足根中足骨は内側足底稜がないことからニワトリと同定された（第⚕図－⚑）。

この足根中足骨には距突起が確認されている。また、ＳＤ－106出土の大腿骨では大転子含気窩が確

認されずニワトリもしくはヤマドリと同定できた（第⚕図－⚒）。この大腿骨は両骨端の形成が不完

全な若鳥の骨であった。このほかにも寛骨⚓点（最少部位数は⚑）で、骨端の癒合していないキジ

科資料が認められている。一方、廃土から出土した大腿骨は大転子含気窩があるキジと同定できる

資料であり（⚒）、火を受けて白色化していた。前述の足根中足骨とニワトリもしくはヤマドリの大腿

骨はミカドキジの標本より大きい資料、ＳＤ－106出土の大指基節骨は同標本とほぼ同大の資料、他

はアカヤマドリとほぼ同大の資料であった。

スズメ目はＳＤ－106の第⚔層から⚒点、第⚘層から⚑点の計⚓点が出土した。すべてトラツグミ

標本よりかなり小さい資料であった。

カモ亜科はＳＤ－106第⚔層から脛足根

骨が⚑点検出された。オナガガモより小さ

い資料であった。いずれの分類群でも、明

瞭な解体痕や加工痕、骨髄骨様の交織骨は

認められなかった。（江田）

（⚓）哺乳類

小型哺乳類
種まで同定できた小型哺乳類は⚕科13点

であり、遺構・部位別の出土量を第⚓表に

示した。

ＳＤ－106から出土した哺乳類はニホンノ
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第⚒表 第58次調査から出土した鳥類



ウサギ10点、アカネズミを含むネズミ科⚒点、ホンドキツネとホンドテンが各⚑点である。ニホン

ノウサギの下顎骨の大きさは、安部が所有する現生標本とほぼ同大であった。ネズミ科の骨は出土

数が多かったが種の同定が可能な下顎骨と臼歯が遺存していたものはアカネズミの⚑点のみであっ

た。しかし、同定できなかったネズミの出土骨は全て小型種の大きさで、大型種のイエネズミに匹

敵する大きさの骨は出土していない。また、ノウサギの上腕骨、腰椎、尺骨と踵骨ならびにテンの

肩甲骨が焼けた状態で出土している。これらの焼骨も他の骨と同様にＳＤ－106から出土している。

ＳＫ－101からはニホンザルの左大腿骨が⚑点のみ出土し、小転子の下方で切断されていた。ニホ

ンザルが出土した遺構は大和第Ⅳ－1様式であり、ＳＤ－106から出土した動物遺存体とは時期が異

なっている。 （安部）

大型哺乳類
大型哺乳類は種類を同定したものがイノシシ類とシカであり、計152点を数える（第⚓表）。これ

ら種同定したもの以外に、破片の大きさからイノシシ類あるいはシカと思われる破片が53点出土し

ている。

イノシシ類は、ＳＤ－106から頭蓋骨10点、椎骨⚙点などが計58点出土しており、乳歯段階の顎骨

や骨端が癒合していない幼獣が多数含まれる。また、下顎骨、椎骨、四肢骨などに解体痕が、頭蓋

骨や寛骨などにイヌと思われる咬痕が見られる。ＳＤ－106Ｂから頭蓋骨⚖点、椎骨⚕点などが計34

点出土しており、骨端が癒合していない幼獣が含まれる。また、四肢骨には解体痕や肉を削いだ痕

跡が見られる、椎骨のうち⚑点の第⚖頸椎には叩き切ろうとした深い傷が見られる。ＳＤ－201から

上腕骨、大腿骨⚓点ずつなどが計17点出土した。四肢骨の大部分は、骨端が癒合していない幼獣で

あり、橈骨に解体痕がみられる。ＳＫ－101から遊離歯⚓点、寛骨⚒点などが計14点出土しており、

遊離歯のうち⚑点は加工痕が見られるメスの犬歯である。また、左尺骨には刃物による解体痕が、

踵骨には解体痕とイヌと思われる咬痕が見られる。ＳＫ－107から尺骨、指骨が各⚑点、計⚒点が出

土した。ＳＫ－109から遊離歯、中手骨が各⚑点、計⚒点が出土した。ＳＫ－110から、距骨が⚑点

出土した。ＳＫ－111から、上腕骨が⚑点出土した。ＳＫ－114から肋骨、脛骨が⚑点ずつ、計⚒点

が出土した。いずれも骨端が癒合していない幼獣である。ＳＫ－201から椎骨、中足骨が⚑点ずつ、計

⚒点が出土した。

シカは、ＳＤ－106から椎骨⚓点、上腕骨⚒点などが計10点出土しており、骨端が癒合していない

幼獣を含む。上腕骨や距骨に解体痕や肉を削いだ痕跡がみられ、寛骨には穴が穿たれている（第⚖

図－⚑）。また、尺骨は被熱して褐色を呈する。この穴の平面形態は隅丸の三角形を呈し、7.5×6.3

㎜の大きさである（第⚖図－⚒）。ＳＤ－106Ｂから上腕骨と椎骨が各⚑点、計⚒点が出土しており、

いずれにも解体痕が見られる。ＳＫ－101から、枝角、大腿骨などが各⚑点、計⚓点が出土した。枝

角は被熱して褐色ないし黒色を呈する。また、大腿骨は螺旋状に破損しており、イヌと思われる咬

痕が見られる。ＳＫ－109から枝角が⚑点出土しており、加工品であるが、機能や用途は明らかでな

い。ＳＫ－110から下顎骨、橈骨などが各⚑点、計⚕点が出土した。橈骨は被熱して黒色を呈する。

（丸山）
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⚔．考察

唐古・鍵遺跡第58次調査で出土した動物は、魚類のコイ、両生類のカエル類、鳥類のニワトリを

含むキジ科、カモ科、スズメ目、哺乳類のニホンノウサギ、アカネズミを含むネズミ科、ホンドギ

ツネ、ホンドテン、イノシシ類、シカである。これらの大部分は区画溝であるＳＤ－106およびＳＤ

－106Ｂから出土しており、食用となるものが多い。

出土した破片数では哺乳類が大部分を占め、イノシシ類が卓越する。小型哺乳類ではニホンノウ

サギが比較的多い。大型哺乳類と比較すれば少数に留まるが、その毛皮は貴重な資源であったと考

えられる。ＳＤ－106・106Ｂから出土したイノシシ類とシカの量比はおよそ⚘：⚒であり、イノシ

シ類が圧倒する。イノシシ類は乳歯段階の顎骨や、骨端部が癒合していない四肢骨を多く含み、約

半数が幼獣のものである。唐古・鍵遺跡のイノシシ類は大部分がブタであることや（⚓）、家畜化を示

す個体が含まれることが指摘される（⚔）。当資料に含まれる頭蓋骨や下顎骨などは破片ばかりで、形

態によって野生イノシシとブタを区別することは困難である。しかし、池上・曽根遺跡において幼

若獣が多いことによって飼養個体の存在が指摘されるように（⚕）、当資料中にも飼養個体が含まれる

可能性がある。

ＳＤ－106から出土したシカの寛骨に見られる穿孔は、平面形がシカの中手骨や中足骨を素材とす

る刺突具や骨鏃の断面形に酷似している。石鏃が刺さった場合に扁平な菱形の断面形を呈するのと

は異なる。傷を負ってなお、生存していた場合にみられる傷の周囲の骨増殖は生じていない。深い

傷であるが、穿孔部位は寛骨であるため、致命傷とは考えにくい。しかし、後肢の動きの妨げとな

り、捕獲されたのであろう。このほかにＳＤ－106・106Ｂから出土したイノシシ類やシカの骨には

解体痕が多くみられる。同じ奈良盆地に位置する縄文時代の橿原遺跡から出土したものに比べ、解

体痕が確認できる頻度が高いように思われる。このことは金属器の使用と関連しており、金属器は

石器より鋭く切れるため、骨に傷がつきやすくなった結果と捉えたい。

今回の資料で最も注目されるのは、弥生時代中期に比定される区画溝からニワトリの骨が出土し

たことである。弥生時代のニワトリの骨はこれまでに唐神遺跡（長崎県壱岐市：中期～後期）、原ノ

辻遺跡（同：中期～後期）、酒見貝塚（福岡県福岡県大川市：後期）、塚崎東畑遺跡（福岡県久留米

市：中期～後期）、朝日遺跡（愛知県清洲市および名古屋市西区：後期）から報告されている（⚖）。

また、宮ノ下遺跡（大阪府東大阪市）でも明らかなニワトリの脛足根骨が弥生時代中期末～古墳時

代中期の包含層で、ニワトリの可能性のある大腿骨が弥生時代中期の包含層で検出されている（⚗）。

日本ではこれまで縄文時代の遺物包含層からの確実な出土例はないため、ニワトリは弥生時代に弥

生的要素の一つとして日本に導入されたと考えられてきた（⚘）。一方で、これまでの検出例では弥生

時代中期と後期の遺物が混在する包含層や遺構から出土していたため、弥生時代のいつごろからニ

ワトリが日本で利用されていたのかは特定できていなかった。今回ニワトリと同定した足根中足骨

は、共伴遺物から弥生時代中期（大和第Ⅱ－⚓様式）に特定できる区画溝から出土したものである。

日本へのニワトリの導入が弥生時代中期まで遡ることを示す貴重な資料といえる。

今回確認された足根中足骨でも距突起が認められた。弥生時代の遺跡からはこれまでに唐神遺跡

で⚒例、朝日遺跡で⚑例ニワトリの足根中足骨が検出されており、そのすべてで発達した距突起が
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認められている（⚙）。ニワトリの距突起は基本的に雄に特異的に形成される構造であるため、これら

の足根中足骨は雄のものと考えられる。これは江田（10）の指摘した性別の顕著な雄への偏りを補強

するデータといえる。また、唐古・鍵遺跡出土の足根中足骨の近位端幅（BP）と全長（GL）（11）を

唐神遺跡や朝日遺跡出土の弥生時代のニワトリ、自然環境下で捕獲された「野生セキショクヤケイ」、

動物園や実験施設で飼育されていた「飼育セキショクヤケイ」およびさまざまな品種の「ニワトリ」

と比較すると、そのサイズ・プロポーションは朝日遺跡出土のニワトリと極めてよく類似していた

（第⚗図）。唐古・鍵遺跡で利用されたニワトリも、江田（12）が弥生時代のニワトリの特徴として指

摘した「体サイズはセキショクヤケイと類似しており、家畜化は「飼育セキショクヤケイ」よりわ

ずかに進展していた程度」によく合致しているといえる。

キジ科の資料として、骨端が未癒合もしくは骨端の形成が不完全な大腿骨と寛骨が出土したこと

も注目すべき結果といえる。とくに大腿骨は大転子含気窩のないヤマドリもしくはニワトリの骨で

あった。仮にこれらの骨がニワトリのものであれば、唐古・鍵遺跡では弥生時代中期にすでにニワ

トリの繁殖がおこなわれていたことになる。今後、コラーゲンタンパク分析、古代DNA分析を実施

して、これらの骨がニワトリのものかを検討する必要があるだろう。 （江田・安部・丸山）

⚕．おわりに
今回は、唐古・鍵遺跡第58次調査で出土した動物遺存体について、各種の同定結果を報告した。

これまで唐古・鍵遺跡の動物遺存体について、特定の分類群について報告されてきたが、各遺構に

おける動物種構成を明らかにする最初の報告となる。第58次調査で検出した区画溝ＳＤ－106・106

Ｂからは多数の動物遺存体が出土しており、魚類、両生類、鳥類、哺乳類を確認した。大部分は食

料残滓と考えられるが、毛皮や羽毛、骨や角もまた資源として利用されたであろう。特筆されるの

は、弥生時代中期と比定されるニワトリの出土であり、初期的な家禽の飼育を物語る貴重な資料で

ある。一方、従来から注目されるブタの家畜化については、当資料から詳細を知るには不十分であっ

た。今後、家畜・家禽を含む動物利用を他地点の資料と比較検討する必要がある。 （丸山）
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SK－101 全景 SK－101 動物遺存体出土状況

第⚖図
第⚕図 ＳＤ－106出土のニワトリ足根中足骨ᾇと

キジ科幼鳥大腿骨ᾈ バー：⚒㎝

第⚗図 弥生ニワトリ資料および現生ニワトリ
標本の足根中足骨近位端幅と最大長の
散布図

「飼育セキショクヤケイ」は動物園などでセキ
ショクヤケイとして飼育されている個体、「ニワト
リ」は現在の様々な品種のニワトリを示す。江田
（2016）に加筆して作成。
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